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1. 評価する点 

「未来ある子どもたちが希望を持ち健やかに暮らせるまちづくり」が５つの基本目標に入ったことを高

く評価します。第 5期長期計画・調整計画より市の姿勢とメッセージが鮮明になり、市民にも伝わりや

すくなったと考えます。 

 

2. 意見 

① 基本目標と市民意見について 

多様性・持続可能性・自治・つながりを謳った本市らしい基本目標だと考えます。計画策定にあた

っては、中高生、働く若い世代、サイレントマジョリティなどの声を丁寧に拾い、それを反映して

いくことを工夫していただきたいと思います。 

 

② 個別について 

 子ども・教育部門に子どもの権利を 

子どもの権利は全ての人権の土台となります。子どもを権利の主体として、最善の利益を考慮して

いくという理念が少し弱いと考えます。 

また、老朽化した小中学校の建て替え問題について前広に取り組むべきです。議論においては、ま

ず初めに子どもの安心・安全についての多くの課題を考慮していただきたいと思います。大人の視

線だけではなく、子どもにとって最善の環境で、安心安全を徹底できるように議論を重ねるべきだ

と思います。 

様々な障がいや気になる子、困り感を抱えている子が増えてきていることについて、一人一人にあ

った多面的な支援体制を一層推進していくことも必要です。 

子育て施策の充実が自治体の評価にもつながっていることも鑑み、力を入れていただきたいです。 

 

 本市のブランディングと都市観光について 

本市は良好な住環境をべースに高い評価を受けているため、そのための施策（規制と誘導）を進め

てほしいと思います。 

ある特定のコンテンツ産業を取り出して強力に押し出すのではなく、文化事業全体や多くの市内ア

ニメーション事業者とのバランスを考え、持続可能で発展的な文化産業として、広く浸透するには

何をしていくのかを考えるべきだと感じます。 

またインバウンドを考えるにあたっては、来街外国人への対策だけではなく、在住外国人への支援

など、受け入れについての環境整備が必須であると考えます。三駅圏構想においては、近年武蔵境



エリアが学生を始めとする多様な層を巻き込む取り組みがされています。この開かれたまちづくり

について評価・支援をし、その他のエリアも発展していってほしいと思います。 

 

 災害時の対応について 

高齢者に対しては徐々に仕組みづくりがされてきましたが、子ども・障がい者・妊婦・乳幼児連れ

などへの対応が希薄だと感じます。 

自助の大切さの趣旨は理解しますが、自分では力が及ばない災害弱者に対して自己責任論がふりか

ざされることなく、一層の対策について当事者を交えて議論を重ねていただきたいと思います。 

 

 財政援助出資団体について 

先行きが不透明で不確実な近年において、財政援助出資団体の役割は一層大きくなっています。特

に子ども子育てや高齢・障がい者福祉分野において、このかんの社会資源の増加に寄与しているこ

とや、取り組みの信用性と確実性は高く評価すべきだと思います。無駄を省いていくことは当然で

すが、これらを評価し支援していくことの重要性を感じます。 

 

 「つながり」について 

第 6期長期計画は随所で「多様で新しいつながりのあり方」について着目していることを評価しま

す。SNSをはじめ、若い世代を中心にコミュニティがネットとリアル両面で混在するようになって

います。そして以前のようにネットはネットだけ、リアルはリアルだけという住み分けは無くなっ

てきており、どちらもつながりには信用や信頼が一層重要視されていると感じます。 

コミセンを中心とした地域単位でのコミュニティだけでは無くなり、ネットも介しながら、プロジ

ェクトごとに地域を横断して新しい人が集っています。多様で多層のつながりが集える「場」と「機

会」の提供をしていくことが今後の本市の新しいコミュニティ構想において大切なことだと考えま

す。また、分野を横断するネットワーク体制は、子育て支援、介護・福祉ニーズにおけるネットワ

ーク体制づくりにも言えると考えます。 

場と機会を提供する間にひとりひとりが育ち、力をつけていくことにより、新たなつながりやコミ

ュニティの担い手が出てくるのだと思います。 

・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

（２）山本あつし 

 

この時代における自治体の役割は、介護や医療、子ども子育て・教育、障がい者支援、防災など各省縦割りの

政策・事業を地域において総合的に捉え直し、重層的なコミュニティ・地域社会として再構築することです。

都市基盤整備などハード面においても同様です。 

 



在宅でも施設でも 

 どちらでも安心して選べる介護・医療連携、施設整備 

 

人生１００年時代 

 地域課題の解決に元気な高齢者の知恵と力を最大限に活かせる仕組みづくり、場の創造 

 

子どもの最善の利益 

 子ども子育て包括支援センターの設立 

 公会堂の建て替えには、子ども国際図書館の併設 

 

柔らかい働き方を広げる 

 障がい者・若者の雇用、社会参加の促進 

 

緑・環境の保全で良好な住環境を 

 生物多様性の豊富化 

 

次世代につなぐコミュニティ 

 すべての地域資源を視野に入れたコミュニティ形成のための抜本的議論 

         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

在宅でも施設でも 

 誰もが「在宅か、施設か」について真剣な選択を迫られる時期を迎えます。もちろん、住みなれたご自宅・

地域でながく暮らしていただくことは大切です。しかし、家族の負担や本人の安心を考えると、施設への入居

という判断を尊重することも必要です。入居施設の整備はさらに必要であり、ニーズに応えていく構えが大切

です。 

 この点では、障がい者と家族の置かれた状況も同じです。居住系施設の整備は緊急の課題です。 

 また、地域包括ケア人材活用センターを中心に、介護人材を育成し、大切にする取り組みを引き続き充実し

ていくべきです。 

 

人生 100年時代における地域政策の展開 

 高齢者人口は増加しますが、健康寿命は顕著に伸びており、元気な高齢者の知恵と力を地域の課題解決に活

かせるかどうかは重要な課題です。 

 高齢者同士の支え合いだけでなく、子ども子育て・教育、障がい者支援、防災からまちづくりに至るまで、

高齢者の方々の知恵と力を借りましょう。そのためのきっかけづくり、仕組みづくり、そして場所づくりをさ

らに具体的に前進させるべきです。 

 



子どもの最善の利益 

 保育・幼児教育の無償化を、理念なきバラマキ策ではなく、子どもの最善の利益につなげていくための取り

組みが必要です。これまで武蔵野市が作ってきた「保育のガイドライン」を基本としつつ、保育環境の維持向

上を第一として取り組むべきと考えます。 

 保育園や幼稚園のコミュニティ機能を向上し、気になる子への手厚いケアを初め、父母を巻き込んだ地域で

の子育てネットワークを広げることは、将来的に地域コミュニティの豊富化につながります。自閉症や発達障

害の増加なども視野に入れ、多様な子育て支援と連携をとり、「預かる」だけの施設から「ともに育てる・育

つ」施設への成長をすべての事業者に求めていきましょう。 

 

学校の建て替えに際して 

 市内小中学校のほぼすべてが、向こう 30年間に建て替えられます。 

 建て替えの際には、学校・教育委員会・市と父母、そして地域住民の協働の場を作るべきです。それぞれ単

独校での建て替えですから、多機能化の可能性がある学校もあります。コミュニティ施設的の併設など、大い

に議論をしましょう。 

 市全体でこのプロセスが一巡することを通じて、次世代のコミュニティ形成を進めることができます。 

 

公会堂の建て替え 

 武蔵野公会堂の建て替えについては、従来の公会堂機能に加えて、子ども国際図書館の併設を提案します。

コンセプトは「子ども」そして「グローバル」です。幅広く市民の意見を募り、コンセプトを明確にし、未来

につなぐ市の姿勢をメッセージとして出せるような事業にすべきです。 

 周囲の建物との共同化も検討されたようですが、権利関係を複雑にすると、将来の更新に支障をきたしかね

ません。持続可能性の視点から、市単独での施設更新が望ましいです。 

 

柔らかい働き方を広げる 

 障がい者・若者の雇用、社会参加の促進 

 

環境・まちづくり 

 市の立地、この間の将来人口予測などを踏まえ、規制緩和による超高層マンションの誘致など、人為的な人

口流入策は取るべきではありません。低層で緑豊かな住宅地を基本とするまちづくりの継続を求めます。 

 それは、市の持続可能性を担保することになります。その点での市民、商業者、地権者の合意形成が大切で

す。 

 

コミュニティの将来 

 コミュニティの核となるコミュニティセンターのあり方については、これから真剣な議論が必要と考えてい

ます。現在、後継者・担い手不足が深刻化しています。担い手が減少すると、地域全体の声をバランスよくコ



ミセンに反映するという機能も弱くなってしまいます。 

 地域リーダーのネットワークをどのように形成するか、日々の運営をどのような形で行うか。それは、市の

予算配分とも関連してきます。 

 時代と地域の変化を生かして、武蔵野市の大きな特徴であるコミュニティセンターを次世代につなぎ発展さ

せていくことは、市政の最重要課題の一つだと考えています。市も、必要ならば積極的な予算配分を行うべき

です。 

 

最後に 

向こう 30年間の税収見通し、財政需要見通しの修正を踏まえ、より積極的で前向きな市政展開を求めます。 

 

 

 

 

 

以上 


